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個性を活かし自立した地方をつくる
～更なる地方に対する規制緩和(※)と権限移譲

 行政の質と効率を上げる
 まちの特色・独自性を活かす
 地域ぐるみで協働する

Mission ミッション Vision ビジョン

新たなる推進体制の構築
• 地方分権改革推進本部で政策を検討・決定
• 有識者会議による調査・審議
• テーマごとに専門部会を設け、客観的な評価・検討

Approach アプローチ

１：住民の想いを大切にする

• 地域に対する住民の想いを大切にする

• 改革が住民生活をどう豊かにするのかを意識する

３：地域の元気をつくる

• 地域の人材の持てる力を活かす

• 地域資源を掘り起こし、最大限活用する

• 日本全体の成長戦略に資するよう改革を目指す

２：基礎自治体の考え方を汲み取る

• 都道府県や、住民に最も身近な市町村の意向に配慮
しながら、改革を進める

• 多様な自治体の状況を踏まえる

４：広域の連携を促進する

• 多様なネットワークを活用する

• 特に防災対策に係る緊密な連携は不可欠
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Point ポイント

※義務付け・枠付けの見直しを指す

専門部会の報告・有識者会議での審議を踏ま
え、国から地方への事務・権限の移譲等につ
いて、９月１３日に地方分権改革推進本部で
当面の方針を決定。年内に見直し方針を決定。
（都道府県から指定都市への事務・権限の移譲等に

ついても並行して議論。）地方分権改革の総括と
展望も併せて議論し、年内に中間取りまとめ。
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Vision１．行政の質と効率を上げる

・ 住民サービスの質を上げる
・ スピード感のある政策実行
・ 総合的なサービス提供
・ 国と地方の重複業務の解消
・ 電子行政などイノベーションの導入

Vision２．まちの特色・独自性を活かす

・ 個性や地域の資源を活かす
・ 独自の発想による施策
・ 各地域の競い合い

Vision３．地域ぐるみで協働する

・ 様々な活動主体を有機的に結びつける
・ 住民と自治体の相互の信頼関係
・ 多様な人材の活躍
・ 地域間の更なるネットワーク

住民に幸せをもたらし、
元気を育てる

地域における責任ある判断ができるよう
更なる地方に対する規制緩和と権限移譲




